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1.はじめに 海洋環境下に曝される鋼部材は，特に，乾湿が繰り返される飛沫帯では腐食が著しく進行する．ま

た，干満帯と平均干潮面に近い海中部では，マクロセル腐食電池が形成されることで，平均干潮面に近い海中部

では局部腐食が生じる．本研究では，このような海洋環境下における鋼部材に対してマイクロメータ等による簡

易な板厚計測を行うことで，鋼部材の腐食深さを評価・予測する方法を提案することを目的とした．そのために，

約20年間海洋暴露された L 形アングル材の腐食表面性状を空間統計学的手法の1つである回帰樹を用いて分析す

ることで，海洋環境下における鋼部材の平均腐食深さと最大腐食深さの関係を定量的に明らかにした． 

2.試験体の腐食表面性状 試験体は長さ 3,800mm，板厚 20mm の無塗装の L 形アングル材(SS400 材)である．そ

の形状および寸法を図-1 に示す．図中に海洋暴露環境 1)の平均海面(T.P.±0)，平均満潮面(H.W.L.)，平均干潮面

(L.W.L.)の位置および暴露の方角を示す．試験体の表裏面の腐食深さは，表裏で平均腐食深さが同等と仮定するこ

とで算出した．L 形アングル材のさびを除去した表面性状を図-2 に示す．飛沫帯，海中部，干満帯の順に腐食深

さが減少する傾向にある 1）．特に，平均満潮面より上側に位置する飛沫帯においては腐食が著しく進行している． 
3.平均腐食深さと最大腐食深さの関係 全面腐食と局部腐食が混在している場合，腐食深さの確率分布を一つの

確率密度関数でモデル化することは困難である．そこで，回帰樹分析により腐食領域を分割した 2),3）．最も腐食の

進行が著しい No.2 の試験体の領域分割結果を図-3(a)に示す．図の上下端(材端)については，材端からの腐食の影

響，およびアングル材の冷間曲げ加工による板厚変化の影響が大きいと考えられる．そこで，これらの影響がな

い領域(図-3(a)の緑枠内)を回帰樹により特定し，対象領域と定義した．また，この対象領域をさらに細分割した

領域を任意領域とした．さらに，この任意領域中から対象とした試験体の代表的な腐食領域(図-3(b)の赤枠内)を

抽出した．この際，代表的な領域(代表領域)は，その平均腐食深さが対象領域の平均腐食深さに最も近い領域と 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-3 各腐食領域の定義(No.2 の A 面，北面)

※分割領域内の数値：領域内の平均腐食深さ(ｍm) 
(mm)
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(b) 代表領域(赤枠)  
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図-1 試験体の暴露位置と形状・寸法 
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図-2 腐食表面性状(A 面，北面)
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定義した．この代表領域について検討することで，海洋生物の付着等の影響を受けて特異な腐食挙動を示した領

域を除外できる．また，この特異領域を除外することで標高による影響を抽出できると考えられる． 
図-4(a)～(c)に試験体全領域，対象領域および代表領域における各試験体の平均腐食深さと最大腐食深さの関係

を示す．平均腐食深さと最大腐食深さは飛沫帯，干満帯および海中部などの腐食環境帯域に関係なく，ほぼ線形

関係にある．また，試験体全領域，対象領域および代表領域の順に回帰直線の相関係数が大きくなっている．こ

れは，前述したような様々な影響を受けた領域を適切に除外できたためと考えられる．図-4(d)は対象領域を細分

割した後の領域における平均腐食深さと最大腐食深さの関係を示している．図-4(b)～(c)と同様に，この関係も腐

食環境帯域に関係なく線形関係にある．この線形関係に任意の腐食領域においてマイクロメータ等を用いた簡易

な板厚計測の結果を与えることで，着目した腐食領域内の最大腐食深さを算出できる．また，この線形関係は，

飛沫帯，干満帯および海中部などの腐食環境の相違により腐食の進行が異なる場合についても同様である． 

以上から，平均腐食深さと最大腐食深さの関係は，腐食環境や腐食の経時性にも依存しないため，任意時期の

平均腐食深さを簡易な板厚計測等で得ることで，最大腐食深さの経時変化も予測できると考えられる． 

5.まとめ 1) 海洋暴露された鋼部材の平均腐食深さと最大腐食深さの関係は，腐食環境帯域(飛沫帯，干満帯，

海中部)に依存せず，線形関係にある．平均腐食深さに対する最大腐食深さの比は，鋼部材の平均的な領域では 1.43
倍であり，任意領域については 1.38 倍である． 

2) 平均腐食深さと最大腐食深さの線形関係を考慮すると，任意の腐食領域に対してマイクロメータ等を用いた簡

易な板厚計測を行うことで，その腐食領域内の最大腐食深さを評価できる． 

3) 平均腐食深さと最大腐食深さの線形関係に簡易計測で得られる平均腐食深さを与えることで，最大腐食深さの

経時変化を予測できる． 
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図-4 平均腐食深さと最大腐食深さの関係 
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(c) 代表領域 
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